
＜FDT＞ちょっとだけ真面目な!!フライングディスク協会経営会議
第 3 回 テ ー マ ： ス ポ ー ツ 協 会 に お け る 「 競 技 内 役 割 」 に つ い て
（競技者/指導者/補助者/運営者/応援者/休眠者）

都道府県協会活動の役割-大阪府フライングディスク協会の場合

担当 大島 かおる

１ ２ ３ ４3



JFDAの加盟団体である大阪府フライングディスク協会について

1999年から任意団体として活動開始 2019年から大阪府スポーツ協会加盟

◆ 2021年2月22日一般社団法人 大阪府フライングディスク協会登記予定

（設立趣意）

・大阪府のフライングディスク界を統括し代表する団体として、競技の普及振興と競技力向上

に努めること

・一般社団法人日本フライングディスク協会の事業推進に協力するとともに、公益財団法人大阪府

スポーツ協会の一員としてスポーツ文化の向上や府民の健全なる心身発達に寄与する

こと

（設立背景）

・スポーツ団体の果たす社会的役割や重要性が年々増す中で、協会組織の構築、財政基盤、実施

事業の充実と強化を図る必要がある。

任意団体の課題：愛好者の善意に支えられての組織運営で良い面と、責任の所在が曖昧でコンプライアンス

の意識が徹底されないことで組織運営上の問題が見過ごしがちになることもある。



運営事例：大阪オープンアルティメット（2018～）大会について

◆ 一般社団法人大阪府フライングディスク協会（2.22設立予定）が、大阪市此花区セレッソ舞洲グラウンド

において年11回実施する主力大会である。 各回の参加者は300～600人（これまでの最大参加者数676人）

〇7人制アルティメットコートが10面設営できる

〇土のグラウンドであるが常に整備されている

〇大きなトイレ・洗面施設が2か所あり、管理事務所にはシャワー室、会議室がある。

〇グラウンド（200ｍX200m)周囲にベンチが設置されている（屋根付きとベンチのみの場所）

〇全天候型グラウンドが1面ある。

〇近隣にロッジ舞洲、ユニバーサルスタジオがある。

×交通の便が良くない（埋立地なので鉄道が通っていない。バスのみ）

参加チーム：大阪体育大、近畿大、大阪大、大阪成蹊大、四天王寺大、関西外国語大、桃山学院教育大、

大阪市立大、和歌山大、神戸大、関西学院大、京都大、同志社大、立命館大、龍谷大、佛教大、畿央大、

奈良学園大、奈良高専、びわこ成蹊スポーツ大、滋賀大、岡山大、岡山県立大、英真学園高校、大阪暁光高校、

大阪スピリッツ、ヒートヘイズ、チベッツ、大阪キングス、トリガー、WINO、彦根キャッスル、バディーズ、メテオ、サンシャイン、頂、隼、

趣味アルテ ドラゴンキッズ、ビッグキッズサン、太陽の子



大阪オープンアルティメット大会

協賛 (株)ジョヴァンド



2019年撮影



2019年4月撮影



2019年撮影大阪府スポーツ協会府民スポーツ大会兼大阪オープンアルティメット大会





2019年撮影大阪府スポーツ協会府民スポーツ大会兼大阪オープンアルティメット大会



2019年撮影

大阪府スポーツ協会府民スポーツ大会兼大阪オープンアルティメット大会



２０１９年4月撮影
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2019年撮影大阪府スポーツ協会府民スポーツ大会兼大阪オープンアルティメット大会
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2019年11月9日撮影



競技者：1日完結型のオープン制なので対戦が重複しないように組み合わせ→1部・2部などレベル別も検討課題

指導者：大阪スポーツ協会補助金にて初心者講習会を開催→指導者スタッフの育成が課題

運営者：6時30分からコート設営、17時～19時グラウンド整備・ゴミ回収→設営、運営スタッフ数増員が課題

19時～会議→別日でZOOM会議に移行

（新型コロナ感染対応2020年度は午前、午後の二部制、16時～17時グランド整備・ゴミ回収）

補助者：救護スタッフ（トレーナー：京都医健、プレーヤーの医師、看護師）

グラウンド設営（大学生は早朝来られない）→スタッフを育てるには前日夜、準備を検討

応援者：SNSで家族に見てもらえるようなページを作成し興味をもってもらう→動画、写真を充実させる

休眠者：5人制ゆる部門の継続→ゆる～く再開。

発掘：社会人の新人さん、学校の先生、親子プレーヤー

大阪オープン 課題



コロナウィルス対応大会の収穫

・午前午後に分けて開催

・20～25分ゲームを5～7試合→30分3試合で満足

・17時で撤収完了なのでスタッフ負担減

・スコアシート、SOTGスコア入力を携帯で

・Googleformを使ったアンケート調査

・大会後の会議を別日でZOOM会議に
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2019年撮影



2020年撮影
12月19日



競技：大学リーグ、社会人リーグ、教員リーグ、ユースリーグ、、、プロリーグ

指導：レベルに応じた講習会

運営：部門別スタッフ、部門別運営会議

応援：みるスポーツ→観戦→スタンドのある競技場→産官学連携、協賛企業開拓と他競技のグラウンド利用

休眠：5人制ゆる部門、ビーチの大阪オープン、室内新競技の開発

発掘：社会人の新人さん、学校の先生、親子プレーヤー、ママさんプレーヤー

プロ化：マジでスゴイ部門→全日本上位チーム

パロディ部門→金は持ってる・スポンサーもついてるプレーは？親父/美魔女部門（企業名いっぱいのユニホーム）

情報：HP,SNSを使用した情報発信強化

個人戦、ガッツ、ペットと遊ぶ 部門にも拡大

大阪オープン 将来構想



＜FDT＞ちょっとだけ真面目な!!フライングディスク協会経営会議
第3回 テーマ：スポーツ協会における「競技内役割」について

（競技者/指導者/補助者/運営者/応援者/休眠者）

都道府県協会活動の役割-大阪府フライングディスク協会の場合

ありがとうございました。

2021.2.17

大阪府フライングディスク協会 大島かおる


